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　忘れ得ぬ先師たち
学習院でのドイッ語修業時代
川口　洋
　昭和25（1950）年学習院高等科入学以来ちょうど55年間、生徒・学生・
教職貝と資格は異なるにせよ在籍した学習院を去るにあたり、なにか思い
出を書けと編集部から依頼された。紙幅に限りがあり、ドイツ文学科の創
設やその後の発展については、すでに「めじろだより」第13号、その他に
も記載されているので、ここでは学習院における私のドイツ語の修業と多
くの恩師たちについて述べることでお許し願いたいと思う。
　私は高等科2年生の時にはじめてドイツ語に接した。ドイツ語の授業に
は大学のロベルト・シンチンガー、柳谷武夫の両教授が出向されて担当さ
れた。両先生の懇切丁寧なご指導のもと私たち30人あまりの受講生は次第
にドイツ語に親しんでいったのだが、3年生になる前に、新学期には桜井
和市先生（後の学習院長）が来られるという予定が告げられると、20数名
が姿を消した。かつて三島由紀夫の同級生が授業中に先生の厳しさに卒倒
したという「伝説」（？）があったからである。残った生徒は私を含めてちょ
うど10名だった。私の名は名簿の2番目にあり、毎週かならず当たった。
不幸にも（？）欠席者がいると同じ時間に2度当たることも稀ではなかっ
た。したがって授業前日の日曜日は朝から辞書と首っ引きの始末であった。
先生の授業は「伝説」通りに厳しかったが、お人柄はとても優しい面をお
持ちだった。ドイツ語の構造や文法には詳細な説明を重ねられ、私自身は
いつの間にか先生の真摯なご指導に魅せられていった。この時の体験がな
かったら、私の人生は大きく変わっていたことは確実である。
　大学は政治学科へ進学した。法学や政治学の講義と平行して、英語とド
イツ語の授業には熱心に参加した。2年次にドイツ語の授業を受けた、関
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泰裕教授と哲学科の磯部忠正教授（後の学習院長）の温厚にして厳正といっ
た人格的な影響は計り知れないほど大きかった。特に求道的なタイプの磯
部先生はホーム・ルームの担任でもあられたから、個人的にも親しく接し
てくださり、後年私の結婚の際には媒酌人も務めてくださることになる。
　さて法律の勉強は割と熱心にやった（後年これは学校行政に携わったと
きに役立った）ものの、どうも自分の性格には合わない。民事訴訟法など
の授業で教授の縷々例証する人間同士の醜い係争、その法的な解決手段と
いったものに嫌気がさしてしまった。この点とドイツ語の実力は先生から
認められているといった誇大な（？）理由など挙げて両親に自分の独文へ
の転科志望を持ちかけ、同意を得た。
　昭和30年4月に無試験で3年次に転科が許された。後に聞くところによ
ると、関・磯部両先生などの強力なご推薦が通って、例外的に教授会の承
認を受けたそうである。当時の主任教授は桜井先生であった。もちろん歓
迎してくださった。当時独文科の学生数は極めて少なかった。同学年は9
人だったし、一年上は3人といった具合だったから上下に関係なく仲良く
遊んだ。だがやはり文学科を選んで入っただけあって勉強家が多く、つい
てゆこうと努力した。なにしろ私にとっては転科は「背水の陣」を意味し
ていたし。
　授業は桜井先生の語学概論、関先生のゲーテ講義、シンチンガー先生の
『ファウスト』講読・作文演習が特に面白かった。作文のテキストは三島由
紀夫の『潮騒』だったから独訳できない「微妙な」表現に頭を悩ましたこ
とも思い出深い。また東大から講師としてこられていた田中泰三先生の語
学演習やスイスのゴットヘルフの『黒い蜘蛛』の講読が語学専攻を志望し
ていた私には有益だった。田中先生の後の授業は受講者が私だけで、ご専
門の語学に限らず、文学の多方面についての幅広いご指導をいただいたこ
とは、大きな幸せであった。これらの状況から将来教職へ向かう決心が固
まったのである。
他に思い出は限りなくあるが、学習院における先生方のご指導が、私の
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その後の人生を決定したことは疑いない。私が先生方のご恩に報いること
ができたかどうかははなはだ心許ないのだが。東大大学院時代には学習院
の嘱託としての仕事を与えられた。大学院修了と同時に学習院で教職につ
けていただいた。それから45年経ち、いま学習院に別れを告げるにあたり、
恩師や同僚そして良き学生だった方々に心からの謝意を表したいと思う。
編集委員会注：以上のエッセイは「めじろだより」第18号にも掲載されていま
　　　　　　す。
一21一
